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放流種苗育成手法開発事業（平成25年度／国庫委託）

ーヤマメの成魚放流による増殖効果の検証一

あった。禁漁後のヤマメの生息密度は，禁漁区で100

m2あたり4.3から10.4尾（平均7.3尾），遊漁区間で100

m2あたり0.6から4.6尾（平均2.2尾）であった。禁漁

後のSec.7で＇（;t, 1尾もヤマメが発見されなかったため，

個体数推定はできなかった。禁漁区および， Sec.1か

GSec. 6の8地点の生息密度について，二元配置分散分

析を行った。遊漁期間と禁漁後の生息密度には有意差

が認められなかったが（p=0.451），区間ごとの生息密

度には有意差が認められた（pく0.01)。しかし，遊漁

区間のみの解析では有意差が認められず（p>0.05),

遊漁区間内では遊漁期間中と禁漁後の生息密度，区間

による生息密度，ともに差がないことが示された。ま

た，遊漁区間のヤマメの生息密度は遊漁期間中であっ

ても100m2あたり平均2.9尾であり，ヤマメの平均放流

密度24.3尾のわずか12%であった。つまり，遊漁期間

中であっても放流直後以外は，ヤマメの生息密度は非

常に低いことが示された。

仁志孝俊・久保田優也・綱川高木

目的

本県では，渓流魚の増殖手法として成魚、放流が最も

盛んに行われている。 しかし，ヤマメの成魚放流では，

放流したその日のうちに放流群の75%が釣獲されたと

いう報告もある。I）このように，成魚放流による増殖

は効果が長続きせず，資源の再生産には結びついてい

ない可能性がある。そこで，おもに成魚放流によって

ヤマメの資源増殖を行っている漁場において，遊漁期

間中と禁漁後にヤマメの生息密度を調査した。これら

から，ヤマメの成魚放流による増殖効果を検証した。

材料および方法

調査場所調査は栃木県北西部の利根川水系・大芦

川（西大芦漁協管内）において行った（放流実態はp

29参照）。年間の放流尾数で漁場を7区間に分け，それ

ぞれに100から200m（平均131m）の調査区聞を設定

ヤマメが生息する禁漁区した（図1）。比較のため，

（蕗平沢 ・西沢）にも調査区聞を設定した。
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ヤマメの生息密度，放流密度および漁獲圧の関係

アンケー卜回答者（p29参照）の区間ごとの出漁日数

を流程lkmあたりに換算し，各区間の漁獲圧の指標と

した。その結果，放流密度と生息密度，流程lkmあた

りの入漁者数と生息密度には関係性が見られなかった

（図3(a),(b））。つまり，成魚、放流によるヤマメの生息

密度の増加や産卵親魚（禁漁後の生息密度）の増加は

見られなかった。

一方で，流程lkmあたりの入漁者数と放流密度には

高い正の相関関係が認められた（r=0.929(n=7), 

Pearson’s correlation test pく0.001,図3(c））。 これ

は，成魚放流されたヤマメを釣りきるまで釣り人が出

漁したことの結果を示していると考えられた。

調査区間ごとのヤマメの生息密度図2S民 5

33.4居

調査河川とヤマメの年開放流密度

潜水目視調査 遊漁期間中と禁漁後の年2回，潜水

目視調査を行った。遊漁期間中の調査は， 5月21日か

ら7月10日，禁漁後の調査は， 9月20日から10月2日の

聞に実施した。目視確認したl歳魚以上のヤマメは，

おおよそ5cm刻みでサイズを推定した。

また，目視発見個体数から生息個体数を推定し（p33

参照）， 100m2あたりの生息密度を算出した。

図1

結果および考察

ヤマメの生息密度遊漁期間中のヤマメの生息密度

は，禁漁区で100m2あたり2.1から12.0尾（平均7.0尾），

遊漁区間で‘100m2あたり1.2から6.5尾（平均2.9尾）
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あたり平均24.3尾という放流密度は，禁漁区のヤマメ

の生息密度（平均7尾／100m2）と比べて3倍以上高い

値である。遊漁区間では常に15cm以下のサイズクラ

スが最も多いことを合わせて考えると，遊漁区間の漁

獲圧は非常に高いことが推察される。

また，潜水目視調査から推定された生息個体数から

調査区間全体の生息個体数を試算したところ，禁漁後

の遊漁区間に残存している1歳魚以上のヤマメは， 4,2

19尾と推定された。放流によるヤマメの増殖尾数が年

間81,514尾（成魚放流； 71,700尾， p29参照）であっ

たことからも，成魚放流されたヤマメはほぼ全てが釣

獲されていると考えられた。

これらから本漁場では，成魚放流によるヤマメの増

殖は，産卵親魚の増加につながっておらず，放流直後

を除けば漁期中のヤマメの生息密度の増加にもつながっ

ていないと考えられた。一方で，成魚放流されたヤマ

メは比較的短期間でほぼ全てが釣獲されていることが

示唆された。流程lkmあたりの入漁者数と放流密度に

高い正の相関関係が認められたことからも，ヤマメの

成魚放流は短期的に入漁者数や釣獲尾数を増加させる

手法としては非常に効率的だと考えられる。
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図3 (a）放流密度と生息密度，

(b）流程1kmあたりの入漁者数と生息密度，

(c）放流密度と流程1kmあたりの入漁者数の関係

ヤマメの全長組成禁漁区間では，遊漁期間中は15

cm以下のサイズクラスが，禁漁後は15cm超20cm以下

のサイズクラスのヤマメが最も多かった（図4(a））。

遊漁期間中も禁漁後も15cm以遊漁区間では，

下のサイズクラスが最も多くなっていた（図4(b））。

これは，遊漁区間では15cm超に成長した個体から，

釣り人によって釣獲されたためと考えられた。

一方，

ヤマメの推定生息個体数表1

生息個体数
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図4 潜水目視によるヤマメの全長組成

(a）蕗平沢と西沢，（b)Sec. 1～Sec. 7での各サイズクラ

スのヤマメの目視発見個体数の合計。
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ヤマメの成魚放流による増殖効果遊漁区間のヤマ

メの生息密度は遊漁期間中であっても100m2あたり平

均2.9尾と非常に低かった（図2）。また，ヤマメ生息

密度には，放流密度や漁獲圧との関係性が見られなかっ

た（図的。これは，成魚放流されたヤマメは比較的短

期間でほぼ全てが釣獲されており，どの調査区間も資

源が枯渇状態にあることを示していると考えられる。

ただし，各調査区間の放流密度の違いよりも，もとも

との生息密度の違いのほうが大きく影響するほど漁獲

圧が低いという可能性も考えられる。しかし， 100m2



放流用種苗育成手法開発事業ーヤマメの成魚放流によ

る増殖効果の検証一（p31・32)

おもに成魚放流によってヤマメの資源増殖を行って

いる漁場において，遊漁期間中と禁漁後にヤマメの生

息密度を調査しました。これらから，ヤマメの成魚放

流による増殖効果を検証しました。成魚放流によるヤ

マメの増殖は，産卵親魚、の増加につながっておらず，

放流直後を除けば漁期中のヤマメ生息密度の増加にも

つながっていないと考えられました。一方で，ヤマメ

の成魚放流は短期的に入漁者数や釣獲尾数を増加させ

る手法としては非常に効率的だと考えられました。
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